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 特集：オープン化の新たな視座 

 

国立環境研究所におけるオープンアクセス実態調査 

尾鷲 瑞穂，野崎 久美子，張替 香織，村上 章人＊ 

 
 国立環境研究所は，多岐に渡る分野の環境研究を実施している環境省所管の国立研究開発法人である。研究所のオープンアクセス推進の

ため，平成 29 年度より，論文の出版に要する費用（APC（Article processing charge））の助成制度について検討が行われている。検討に

用いるデータとして，オープンアクセス実態調査」を実施し，研究所で生産された論文等の研究成果がオープンアクセスになっている割合

やオープンにするために要した APC 支払いの推計を行った。その結果，調査対象とした平成 23 年度，平成 28 年度ともに 70％の論文がオー

プンアクセスになっている一方で，APC の価格が高いハイブリッドジャーナルへの掲載が増え，その支払い金額も増加傾向にあることがわ

かった。 
キーワード：オープンアクセス，ゴールド OA，グリーン OA，オープンアクセスジャーナル，ハイブリッドジャーナル，論文出版加工料，

研究支援，学術情報流通 
 

1．背景 

1.1 はじめに 
学術論文や研究データなどの学術資源が，インターネッ

ト上で自由に共有されることで，新たな研究成果の創出や

技術革新につなげることを目指すオープンサイエンスとい

う潮流は，科学技術研究において，世界的な広がりを見せ

ている。オープンサイエンスは，査読付きの論文を公開す

る「オープンアクセス（OA）」とそのエビデンスとなった

研究データを公開する「オープンリサーチデータ」の 2 つ

が柱となっている。本稿では，国立環境研究所が公的研究

機関として，オープンサイエンス推進に向けた体制を検討

する上で行った「オープンアクセス実態調査」について概

要とその結果の一部を報告する。 
 
1.2 オープンアクセスの実際 
論文等の研究成果をオープンアクセスにするには，大き

く分類すると Green OA と Gold OA，二つの手段がある。

Green OA は，大学や研究機関が構築する機関リポジトリ

や学術コミュニティで運用されている分野別リポジトリに

論文の原稿をセルフアーカイブすることによって，イン

ターネット上で誰もがアクセス出来るようにする方法であ

る。著者 終稿等，出版社が指定する形式の原稿での公開

とはなるが，研究者は費用を負担することなく自身の論文

をオープンに出来るメリットがある。 
Gold OA は，オープンアクセスジャーナルに掲載するこ

とで，その論文にアクセス出来るようにする方法である。

出版に要する費用は学協会が負担することもあるが，近年

は，著者（研究者）が APC（Article processing charge）
と呼ばれる論文掲載にかかる費用を負担するジャーナルが

増えている。また，Gold OA に対応しているジャーナルに

は，全ての掲載論文を公開の対象にする「オープンアクセ

スジャーナル」の他に，学術機関の図書館が購読料を支払

うことで読めるようになる購読型のジャーナルでありなが

ら，APC をオプションで支払った著者の論文に限ってオー

プンアクセスにする「ハイブリッドジャーナル」がある。

Elsevierや Wileyといった主要な学術出版社のジャーナル

の多くは，このハイブリッドジャーナルである。ハイブリッ

ドジャーナルは，オープンアクセスジャーナルに比べて

APC の価格が高く，約 2 倍とも言われている 1)。この費用

は，限られた予算で研究を実施しなくてはならない研究者

にとって負担となるため，オープンアクセスを推進する上

で障壁となっている。 
 
1.3 Gold OA の議論 

APC を支払うことにより論文をオープンアクセスにす

る Gold OA が増加したのは，『PLoS ONE（現在の PLOS 
ONE）』や『Scientific Reports』など，メガジャーナルと

呼ばれるオープンアクセスジャーナルが台頭してきたこと

の他に，平成 24 年に英国の RIN（Research Information 
Network）が公表した「Finch レポート」の影響も大きい。

「Finch レポート」では公的助成を受けた研究成果のオープ

ンアクセスをテーマとし，論文のオープン化の手段として

Gold OA が推奨された 2)。その影響は大きく，その後，APC
が高額なハイブリッドジャーナルが急増した。 

また，オープンアクセスの急増という学術情報流通の変

化は，学術図書館の電子ジャーナルの契約にも変化が現れ

ている。出版社からは電子ジャーナルの購読料と APC を

一括して支払うオフセットモデルが提案されるようにな

り，平成 28 年には，学術論文のオープンアクセスを目指

すイニシアチブ OA2020 が創設され，電子ジャーナルは購
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読契約モデルからオープンアクセス出版モデルへの転換地

点にある。日本の大学図書館コンソーシアム連合

（JUSTICE）もこれに署名しており，国立研究開発法人の

図書館は JUSTICE に加入することは出来ないが，大学図

書館と同様，従来からあるジャーナルの購読契約だけでな

く，オープンアクセスにするための費用を鑑みて，学術情

報の管理と運用を行う発想が必要になっている。 

2．国立環境研究所とオープンサイエンス 

2.1 国立環境研究所について 
国立環境研究所（以下，国環研と略す）は，環境問題の

解決に資する研究ならびに環境情報の収集・整理・提供を

行う環境省所管の国立研究開発法人である。研究実施にお

ける方針として，環境省の政策体系との対応を踏まえてい

るのが特徴である。研究実施部門として茨城県つくば市内

の本部に 7 つの研究ユニットを，災害環境研究の拠点とし

て福島県環境創造センター内に福島支部を，湖沼の水質や

生態系に関する共同研究推進のため滋賀県琵琶湖環境研究

科学センター内に琵琶湖分室を構えている。研究系職員は，

任期のない研究員が 212 名，任期付きの研究員が 119 名，

計 331 名が在籍している（平成 30 年 4 月 1 日現在）。 
 
2.2 オープンサイエンスへの取り組み 

国環研のオープンサイエンスに対する基本的姿勢は，平

成 28 年 4 月から始まった第 4 期中長期計画に盛り込まれ

ている。「研究成果の積極的な発信と政策貢献・社会貢献の

推進」3)は，重要度の高い項目として位置づけられた。研究

成果を蓄積，提供するシステムの検討が目標として掲げら

れ，この検討のため，平成 29 年 2 月に「オープンサイエ

ンス推進検討ワーキンググループ」が結成された。メンバー

は，各研究ユニットと管理部門（企画・総務・情報）から

選出された委員 15 名で構成され，総括を行う事務局は，

情報部門のスタッフが担当し，平成 29 年 2 月から同年 11
月までの間，5 回の連絡会を開催した。連絡会では，内閣

府の『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方に

ついて』4)をもとに，国の方針を確認，研究所のオープンサ

イエンスへの取り組みの一環として，論文のオープンアク

セスを推進するためのシステムや制度について議論するこ

ととなった。 
当初の検討課題は，論文を公開するためのプラット

フォームである機関リポジトリの構築であった。日本国内

の大学では，平成 25 年に学位規則の一部改正に伴い，博

士論文の公表が義務化された際，その公開用のプラット

フォームとして，機関リポジトリの構築が進んだ。しかし，

研究機関である国立研究開発法人は，博士論文の公開のた

めにリポジトリを構築する必要がなかったことから，国環

研では現在も機関リポジトリの運用は行っていない。その

ため，論文だけでなく，将来的には研究データの登録も考

慮した機関リポジトリを構築し，研究成果を公開出来る環

境を整えることがオープンアクセス推進の有効な手段であ

ると考えていた。しかし，平成 29 年 4 月の第 2 回目の連

絡会の後，委員を通し，各所属ユニットの研究員に，論文

をオープンアクセスにすることに対しての要望や不安につ

いて自由記述で意見聴取をしたところ，その内容は APC
に関するものに集中した。「オープンアクセスにしたかった

が APC が高くて諦めたことがある」「（APC の）金額によっ

ては，現在の研究費の範囲内で支払うのは難しい」「機関リ

ポジトリ構築に追加費用がかかるなら，APC の支払いに充

当してもらいたい」という APC 支払いに関する意見の他，

「引用数のカウントに影響するため，出版社のプラット

フォームでのオープンアクセスを希望する」「 終稿であっ

ても原稿は原稿であり，利用する側も引用する際に困るの

ではないか」といった機関リポジトリで論文をオープンに

する Green OA に対しての懸念も寄せられた。総じて，予

算があるのであれば，APC を支払ってでも出版社のプラッ

トフォームから正式にオープンにすることを望む声が多

く，機関リポジトリの利用については，否定的とまではい

かなくとも，消極的な意見も散見された。このことから，

機関リポジトリの構築を検討するには，平行して，APC 支

払いの状況把握が必要となった。現状，研究費から支払わ

れている APC の金額はどのくらいであるのか，研究所全

体でどの程度の予算の確保が必要なのかなど，APC 支払い

の実態を把握するため，『オープンアクセス実態調査』を実

施することとなった。 

3．国立環境研究所オープンアクセス実態調査概要 

3.1 オープンアクセス実態調査の先行事例 
Gold OA の実態にフォーカスして行われた調査として

は，国立情報学研究所の国際学術情報流通基盤整備事業

（SPARC Japan）による『オープンアクセスジャーナルに

よる論文公表に関する調査』がある。大学に所属する教員

や研究者を対象に，APC の支払いに対する研究者の意識や

課題について報告が行われており，「オープンアクセス

ジャーナルに論文を発表しない理由として，回答者の約半

数（47.8%）が「高額な掲載費用」を挙げ，自由意見にお

いて「国あるいは大学レベルでの補助」を求める回答が多

かった。」5)とあり，各機関の状況を鑑みた助成体制の検討

も必要であると考えられる。 
機関レベルでの調査では，京都大学の『平成 27 年度学

内オープンアクセス費支出状況調査報告書』6)がある。京都

大学の調査では，文献データベース Scopus から構成員の

論文を特定し，その投稿状況をもとに調査されている。機

関レベルでの調査という点で，国環研の調査の設計におい

ても参考にした。ただ，国環研は，京都大学のようにオー

プンアクセスポリシーがなく，研究成果の公開は義務化さ

れていない。どの程度の論文がオープンになっているかも

把握する必要があったため，調査項目を追加した。また，

APC 支払いの項目だけを抽出する機能が財務会計システ

ムになかったため，支払われた APC の金額の推計のため

に，オープン化の手段も合わせて調査した。研究成果の特

定には，所内で構築・運用されている研究成果データベー

スの情報を使用した。国環研では，事前に提出した研究計
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画に基づき研究費が割り当てられ，この研究計画ごとに成

果登録を行っている。競争的外部資金も含め，研究所で管

理している予算で行われた研究成果を把握するのに適して

いるため，当データベースを運用している部署に，データ

の抽出を依頼し，調査を実施した。 
 
3.2 調査実施の概要 
調査実施は，環境情報部情報企画室が主体となって行っ

た。調査実施の設計と APC の価格調査を尾鷲が担当，オー

プンアクセスの確認調査を野崎，張替，村上の 3 名が行っ

た。APC の価格調査においては，平成 29 年 11 月時点の

価格情報を適用し，支払いが外貨建てである場合には，11
月末日の TTS を適用，円価に換算した。なお，国環研では，

電子ジャーナルの購読において，オフセット契約や APC
のディスカウントオプションが付与される契約はしていな

かったため，投稿規定や Author's Guide に提示されている

金額を適用した。また，オープンになっているか否かの調

査において，研究所内のネットワーク環境では，オープン

アクセスになっている論文と購読契約により閲覧出来る論

文の判別が出来ない。そのため，購読契約の影響を受けな

い回線を別途契約し，その回線に繋がった端末でのみ確認

を行った。調査作業は，平成 29 年 8 月～11 月に実施した。 
 
3.3 調査対象 
調査の対象は，平成 23 年度から平成 28 年度までに登録

された研究成果とした。この期間の研究成果のうち以下の

3 つの要件をすべて満たすものを対象とした。 
（1）誌上発表のうち学術雑誌・論文に該当すること 
（2）査読付きであること 
（3）第 1 著者もしくは責任著者が国環研の構成員であるこ

と 
なお，調査する年度を平成 23 年度から平成 28 年度にし

た理由は，平成 28 年度については，この調査を行った時

点では 新の年度であったためである。また，年度単位で

はなく中長期計画期間の単位でデータを求められる可能性

があったため，前中期計画期間に相当する平成 23 年度か

ら平成 27 年度も調査対象に含めた。加えて，先述のハイ

ブリッドジャーナル急増の要因となった英国の「Finch レ

ポート」が公表されたのが平成 24 年であることから，平

成 23年度のオープン化の状況と 新の平成 28年度を比較

することで，オープンに出来るジャーナルの増加に，所属

機関の研究員がどのように対応しているか，その変化を見

ることもこの期間を選んだ目的である。 
 
3.4 調査項目 
調査項目は，研究成果のうちどの程度オープンアクセス

になっているかを確認する「OA 度調査」とオープンアク

セスのために必要となるAPCの価格を調べる「OA化調査」

の 2 つに分類される（表 1）。 
「OA 度調査」は，論文がオープンアクセスになっている

か否か。オープンアクセスになっている場合には，その手

段は Green OA であるか Gold OA であるか。Green OA の

場合には，登録しているプラットフォームも確認した。な

お，ResearchGate や academia.edu といった研究者向け

ソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）でオープン

アクセスにするケースが増えており，論文共有の場として

広まりつつあることが報告されている 7)。国環研でも多く

の研究員が利用しているが，出版社のプラットフォームで

はないサイトでセルフアーカイブした原稿を公開するとい

う観点から，これを利用してオープンにしている場合は，

Green OA の一形態として取り扱った。 
「OA 化調査」は，論文が掲載されたジャーナルのオープ

ンアクセスのポリシーと APC の価格を調べ，その費用を

算出した。ジャーナルのポリシーは，「SERPA/ROMEO
（http://www.sherpa.ac.uk/romeo/index.php）」や「学協会

著作権ポリシーデータベース（http://scpj.tulips.tsukuba. 
ac.jp/）」で調べ，情報の不足は，ジャーナルごとにホーム

ページや投稿規定を確認した。さらに，「OA 度調査」と「OA
化調査」の両方の結果を参照することで，Gold OA でオー

プンになっている論文にどの程度の費用が支払われている

かを算出した。次章では，平成 23年度と平成 28年度のデー

タを比較することで，国環研のオープンアクセスの実態と

表 1 国立環境研究所オープンアクセス実態調査調査項目 

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
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その変化を分析する。 

4．オープンアクセス実態調査の結果・分析 

4.1 オープンアクセスの割合（OA 度調査） 
該当した論文は，平成 23 年度が 262 件，平成 28 年度は

245 件と年間 250 件程度であった。そのうち，オープンア

クセスになっていない件数は，平成 23 年度が 83 件（32%），

平成 28 年度が 75 件（31%）と 3 割程度で，7 割近くの論

文はオープンアクセスになっていた。また，複数の方法で

オープンにしている論文もあり，研究所構成員の論文の

オープン化に対する意識的は高いことが伺える（表 2）。 

オープンアクセスの手段については，平成 23 年度と平

成 28 年度では相違があった。Green OA は，リポジトリで

の公開が，平成 23 年度の 21 件から平成 28 年度には 24
件に増加しているものの，他は減少している。代わりに増

加しているのが，Gold OA でのオープン化である。平成

23 年度が 65 件であったのに対して，平成 28 年は 108 件

と 1.7 倍になっている。これは，学術出版社や学協会にお

いて，APC 支払いによるオープンアクセスオプションがあ

るジャーナルが増加していることが影響していると考えら

れる。 
 
4.2 Gold OA はハイブリッドジャーナルへの掲載が増加

（OA 度調査＆OA 化調査） 
Gold OA でオープンになっているジャーナルのうち

「オープンアクセスジャーナル」と「ハイブリッドジャーナ

ル」のどちらでオープンになっているかを確認した。平成

23 年度は，オープンアクセスジャーナルが 33 件，ハイブ

リッドジャーナルが 31件であった。平成 28年度になると，

オープンアクセスジャーナルが 64件，ハイブリッドジャー

ナルが 43 件と，ともに件数は増加傾向にある（表 3）。し

かし，支払った APC の総額を見てみると，平成 23 年度は

論文の件数の多いオープンアクセスジャーナルの方が高い

が，平成 28年度はハイブリッドジャーナルの方が高くなっ

ている。 
また，一論文当たりの支払い費用（平均支払い費用）が，

オープンアクセスジャーナルは，259,031 円から 153,238
円に減少しているのに対して，ハイブリッドジャーナルは，

194,027 円から 238,320 円に上昇している。掲載ジャーナ

ルに変化があったかを確認したところ，オープンアクセス

ジャーナルは『PLOS ONE』や『Scientific Reports』など，

APC が 20 万円を超えないメガジャーナルへの掲載が年々

増加しており，平成 28 年度のオープンアクセスジャーナ

ルの平均支払い費用が減少したのは，これが要因であった。

一方で，APC が 30 万円を超えるジャーナルでもオープン

にしている論文も増加しており，平成 28年度のハイブリッ

ドジャーナルの平均支払い費用の上昇の要因となっている

ことがわかった。このことは，高額であっても APC を支

払い，オープンアクセスにしたいという研究者のニーズが

あることが推察出来る。 
 
4.3 機関リポジトリでのサポートの可能性（OA 度調査＆

OA 化調査） 
さらに，研究ユニット別に，オープンになっている論文

の割合を確認した（表 4）。8 つのユニットのうち，環境リ

スク・健康研究センターは，Gold OA でオープンにしてい

る論文の割合は 30%と研究所全体の平均 54%に比べて低

い水準になっている。このセンターの研究員は，医学や疫

学，化学などを専門としており，これらは他の分野より

APC の価格が高額であること多く，これが要因となってい

ると考えられる。個別に確認したところ，APC が 40 万円

を超えるジャーナルへの掲載は，全て環境リスク・健康研

究センターの研究員が執筆した論文であった。研究所全体

でも，Gold OA でオープンに出来る論文件数と実際にオー

プンになっている論文件数を比較すると，高額になるほど

オープンアクセスになっている件数は減少している（図

1）。APC が 30 万円を超える論文は，64 件のうち 14 件し

かオープンになっておらず，21%にとどまっている。 
一方，環境リスク・健康研究センターの論文のうち，Gold 

OA ではオープンになっていないが，8 件の論文が Green 
OA でオープンになっていた（図 2）。プラットフォームを

表 2 年度別オープンアクセスの手段 

表 3 ジャーナルタイプ別の APC 支払い額 
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確認したところ，米国の国立衛生研究所（NIH）のアーカ

イブである PMC に登録していることがわかった。また，

社会科学系分野で，国内誌への掲載の多い社会環境システ

ム研究センターでも，Green OA でオープンアクセスにし

ている論文が 15 件と多い。このセンターでは，他機関に

所属する共著者の機関リポジトリに掲載していることが多

いことがわかった。このことは，リポジトリでの論文公開

のニーズがあり，また，機関リポジトリの構築により，APC
が高額な論文のオープン化だけでなく，OA オプションの

ない購読型ジャーナルに掲載された論文の公開について

も，サポート出来る可能性を示していると言えるだろう。 
 
4.4 フリッピングモデルに対応出来るか（OA 化調査） 
続いて，図書館で契約している電子ジャーナルの購読費

用を APC 支払いに転換（フリッピング）することでオー

プンアクセスを促進させるフリッピングモデルを想定して

みた。 
APC 支払いによりオープンアクセスになっている論文

の APC の総額は，平成 23 年度は，14,562,870 円，平成

28 年度は，20,055,000 円であった。これらは，現在は，

各研究室の研究費や外部資金で賄われている。もし，すべ

ての論文を APC 支払いによりオープンにするとなった場

合に必要となる金額は，平成 23 年度は 46,523,120 円，平

成 28 年度は 48,936,000 円で，差し引くと，平成 23 年度

は 31,960,250 円，平成 28 年度は 28,881,000 円となり，

いずれの年度でも約 30,000,000 円の予算が追加的に必要

となることがわかった。 
この追加的予算を図書館で契約している電子ジャーナル

の購読費用で補えれば，フリッピングモデルの適用が可能

となるが，ここで問題となるのは，オープンアクセスオプ

ションのないジャーナルの購読費用は確保しておかなくて

はならないことである。国環研の図書館で契約をしている

ジャーナルのポリシーを確認したところ，9 割以上がハイ

ブリッドジャーナルであり，オープンアクセスオプション

がないのは，Nature など一部の洋雑誌と和雑誌であった。

これらは，契約タイトルの約 1 割に相当し，該当ジャーナ

ルへの平成 28 年度の支払金額は，6,800,165 円であった。

一方，国環研の図書館の電子ジャーナルを含む雑誌の購読

費用は，平成 28 年度は，104,455,000 円であることから，

そこから 6,800,165 円を差し引くと 97,654,835 円となり，

追加的に必要となる 30,000,000 円だけでなく，現在，研

究費で支払われている費用も賄える金額となる。 
このことから，国環研では，フリッピングモデルも，APC

の支援に必要な予算の確保として取り得る手段の一つとな

ることがわかった。ただ，フリッピングモデルは，他の機

関も同様に適用しないと，先に導入した機関は不利益を被

る可能性もある。所属構成員の論文は APC を支払いオー

プンアクセスにしているにも関わらず，他機関の著者の論

文は読めないため，結果的に，そのジャーナルを購読する

か論文単位で購入する費用を確保しなくてはならない。出

版者のジャーナル購読料と APC の二重取り（ダブル・

ディッピング）の問題は残存してしまうためである。また，

図 2 Gold OA でのオープン化と Green OA で補完している割
合（平成 28 年度）

表 4 平成 28 年度ユニット別オープン化率と全てオープンにす
るための費用 

図 1 APC の価格帯別のオープンアクセス件数（平成 28 年度）
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電子ジャーナル同様，APC も継続的な値上がりが想定され

るため，もし導入するとしても，学術出版の動向を慎重に

見極める必要があるだろう。 

5．結語に代えて 

上述の調査結果の分析をもとに，平成 29 年 12 月 20 日

に研究所内の会議室にて，「国立環境研究所研究成果オープ

ンアクセス実態調査結果報告会」を開催した。企画や総務

など，管理部門の構成員からは，「論文をオープンにするの

にこれほど費用を要するとは知らなかった」「必要となる予

算の規模から考えて，助成する制度を作ることは不可能で

はないが予算の枠組みを変える必要がある」といったコメ

ントがあった。分野により APC の価格に幅があることや

APC の価格が高く，それがオープンアクセス推進の障壁と

なっている実態を数字で示すことで，APC を補助する予算

の枠組みや，研究所全体でのサポートの必要性があること

を事務系の職員に認識してもらえたことは，今回の調査の

成果一つであった。 
また，事前に行った意見聴取では，Gold OA でのオープ

ンアクセスを希望する声が多かったが，報告会後のアン

ケートでは，特に APC が高額でオープンアクセスになっ

ていない論文の割合が高かった研究ユニットの構成員か

ら，機関リポジトリ構築を求める記述が複数あり，リポジ

トリ構築に向け，動き出すことが出来た。このことから，

APC の支払いに要する費用を算出することは，機関リポジ

トリの役割や重要性を知ってもらう機会にもなる。 
今回の調査では，研究所のオープンアクセスの実態を把

握するにとどまっているが，今後は，APC 支払いの補助の

予算化などを検討していく必要がある。研究ユニット間で

不平等感が生じることのない制度設計やルール作りを，調

査のデータを元に，具体的に提案していくことが求められ

るだろう。また，図書館の電子ジャーナルの契約について

は，購読費用だけでなく APC の価格高騰化も鑑みて出版

社との交渉を試みていくことが重要である。そのためには，

機関全体で，オープンアクセスにするために，どの程度の

出版費用を支払っているかだけでなく，論文の投稿先の変

化も含めてモニタリングしていく必要がある。オープンア

クセスの実態を知るための調査は，今後も継続的に行って

いくことが求められるだろう。 
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